
■官民と公私■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 341 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：佐渡に行きます 

 

今週の 11/3 水から 11/5 金までの 3 日間、佐渡に行きます。 

誘ってくれた友人の K君は栃木生まれですが佐渡にルーツがあり、今回はお祖母ちゃん宅も訪問します。 

現在構築中の建設業関係事業者向け業務支援システムを持ち込んで、佐渡の建設業ネットワークから佐渡経済を

活性化しようと企てています。 

そんな話、僕が放っておけるはずが有りません。 

僕も一緒にお祖母ちゃんの不肖の息子にしていただき、佐渡ネイティヴのネットワークにアクセスしてみようと

思います。 

・ 

そこで、皆さんにもご相談ですが、佐渡ネイティヴの方ご本人、もしくは親しい友人がいらっしゃる方は、是非

とも僕にご紹介ください。 

せっかく僕も、K 君の車に便乗できるので、国づくりビジネスの種をばらまいて来ようと思います。 

みんなで地主（土地所有者）になる「国づくり」は、佐渡のような離島でこそその威力を発揮すると思います。 

コロナのせいで海外に行けなくなったおかげで、今年の 5 月に壱岐対馬に行き、僕はこのことに気付きました。 

もしも佐渡以外でも、故郷の離島を面白くしたいと願う人がいらしたら、どうかご一報くださいますようお願い

します。 

ではでは！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：官民と公私 



 

ついに、拙著「地主の学校」のゲラ校正を完了した。 

8/15 に入稿して以来、待ちわびた「ゲラ刷り＝校正のための試し刷り」が 10/13 手元に届いたのだが、およそ 2

か月ぶりに読み返してみると、なんと、意外なことに面白い。 

そもそも一昨年の夏、初めに書き上げた時も、20 年ほど前に執筆を思い立ち家づくりに関する本を書いた時も、

もっと言えば 42 年前に大学の卒論を書いた時も、読み返してみたらつまらなくて、やる気が失せたことを思い

出す。 

それに比べて今回は、自分自身が面白く読むことができる本になりつつある。 

出版費用をケチったために、いきなりゲラ刷りによる校正（送り仮名や文字表記とリーガルチェックのみ）で、

内容はほぼ原案のまま進行中だが、そのことも僕の満足度を高めてくれる。 

・ 

ますますやる気が出た僕は、「更なる僕らしさ」を追い求め、鉛筆で校正されたゲラを赤ボールペンでチェックし

た。 

すると、分かりにくい個所が数か所見つかった。 

「面白い」を「なるほどと気づき分かること」と定義する僕にとって、分かりにくい＝つまらないを意味してい

る。 

なので、「分かりにくい」を「分かりやすい」に変えるため、最後の悪あがきに着手して、何とか「松村流の分か

り方」を提示できたと思う。 

そこで、ここではその一例として、「公私と官民の違い」についてご紹介したい。 

・ 

まず、僕の説明はこうだ。 

【すべての人は「官と民」のどちらか片方だが、「公と私」はその両方を併せ持つ。】 

そもそも「官民」と「公私」が違うことくらい、誰でも知っている。 

だが、この 2 つが「どう違うのか」を説明するのは簡単じゃない。 

早速それぞれを広辞苑で調べると、こんなことが書いてある。 

こう‐し【公私】･･･おおやけとわたくし。公務と私事。政府と民間。社会と個人。「―の別」 

かん‐みん【官民】･･･官吏と人民。政府と民間。「―一体となる」 

それこそ「そんなことくらい知ってるよ！」、と言いたくなってしまう。 

・ 

実は、「どう違うのか」のことを「相違点」と言い替えれば、比較することで一目瞭然のはず。 

2 つの言葉は、どちらも 2 つの概念の対比を表している点において共通しているが、それぞれの対比が指し示す

意味は違うに決まっている。 

相違点とは、同じもの同士の違う部分であり、共通点とは違うもの同士の同じ部分のこと。 

だからここでは、公私と官民を同じものとしてみた時の違いを論じたいわけだ。 

そこでもう一度辞書の説明を見ると、末尾にヒントが書いてある。 

それは「」で書いた用例のことで、「―の別」と「―一体となる」のこと。 

つまり、公私はそもそも一緒だから「公私の別」であり、官民はそもそも別だから「官民一体となる」という風

に使われる。 

・ 

僕がこの議論を持ち出したのは、多くの人が「公私」と「官民」を一緒ごたにしているから。 

官庁をパブリック（公的）、民間をプライベート（私的）などと考えることが、まさに 2 つの混同だ。 

社会は役所のものでなく僕らのもの･･･という僕らとは、まさに「私が集まった公」と言えるだろう。 



僕が目指すのは、「官有地と民有地」と分類された民有地を、さらに「公有地と私有地」に分類し、土地を共有す

ることで「公有地」を生み出して、そこを小さな国にすることだ。 

あ、また新たな説明を生み出しちゃった。 

そろそろ「地主の学校２」を書き始めようかな。 

 

https://nanoni.co.jp/20211030/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）11/02 なのに（各所）作業日･･･祖師谷泊 

   09-12 時 ○いづみ作業（反町） 

   13-15 時 ○10 万円不動産現地調査（浦賀） 

   19-21 時 ×なのに打合せ（祖師谷） 

（水）11/03 出張（佐渡）作業日･･･佐渡泊 

（木）11/04 出張（佐渡）作業日･･･佐渡泊 

（金）11/05 出張（佐渡）作業日･･･祖師谷泊 

（土）11/06 笑恵館（世田谷）作業日 

 面談◎：09-17 時 よろず相談会（笑恵館） 

（日）11/07 なのに（自宅）作業日 

（月）11/08 なのに（自宅）作業日 

   

 

■定例の予定 

毎   日 22-23 時 〇オンライン談話室（zoom） 

毎週火曜日 10-17 時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

毎週土曜日 09-17 時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第２木曜日 16-17 時 〇日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

第２木曜日 17-19 時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第２金曜日 19-20 時 ◎カプラー起業交流会（リモート） 

第３木曜日 13-18 時 〇笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

第３木曜日 18-20 時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

第３木曜日 20-21 時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４木曜日 17-19 時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

毎月 １日 20-22 時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（リモート） 

 

■今後の予定 

会議：11/16 ×HFA定例会（渋谷） 

交流：11/23 ○名栗の森 焚火＋JAZZ 



旅行：12/19～12/21 ×奄美大島（個人旅行） 

イベント：01/23 〇みんなの家シンポジウム（仙台・熊本・オンライン） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


